
 

 

 

経緯その 1：オリジナル作品 

参加作品は大同大学 2018 年卒業生・押田和明君

が卒業製作にて製作したバックロードホーンが母体と

なっています．従来のバックロードホーンに革新的な

デザインが乏しいことに着目して，形状の自由度が高

い 3Dプリンティングでの製作に挑戦したものでした． 

ユニットはパイオニア社製 OMP-600 を用いていま

す．1300mmのホーンを 100mmごとに分割して印刷

したので，ヘッドと合わせて片 ch が 14 個のパーツか

ら構成されます．素材は PLA樹脂を用いています． 

 

図 1 3D CADによるモデルデータ 

 

図 2 3Dプリンターによる造形パーツ 

 

図 3 バックロードホーン外観 

経緯その 2：改造版 

押田君の卒業時にこの作品を譲り受けた大嶋和彦

は，スロートを絞り過ぎて闊達な音の展開に乏しいこと

に問題を感じました． 

そこで，ヘッドとホーンの入口から 200mm分を塩ビ

パイプ関連部品を用いて改造を試みました．ヘッドは

エルボー管 75×40 と同径のキャップを用いて内容積

0.7 ℓ 弱とし，これに続く 200mm のスロートは断面積

が約 15 cm2の VU40管を用いました．このとき，ホー

ンの一部の向きも変更して，トグロを巻いた蛇が鎌首を

もたげるような形状にしてみました． 

大嶋はこのユニットを用いて鳥型や CW 型のバック

ロードホーンを製作していますが，これらに比べてこの

作品はより純粋なバックロードホーンの動作が実現で

きているように聴きとれます． 

 

図 4 改造版の外観 

 

経緯その 3：コンテスト参加作品 

意図したわけではないのですが，改造版の塩ビ管

部分は，3Dホーン部分の入口とVU40用のソケット以

外は接着してないので，スロートより上の部分は容易

に変更が可能です．そこで，この部分をダイソーのユ

ニットに適合するように検討してみました． 

3Dプリンターを活用したバックロードホーンスピーカー 

大嶋和彦，押田和明 （大同大学 2018年卒業） 



OMP-600 の振動板面積が約 16cm2であるのに対

してダイソーのユニットは約12cm2ですので，2本使い

で適応できそうですが，ストロークを含めた駆動力が大

きく劣ると思われるのと，デザイン性も考慮して 3 本使

いとしました．ヘッドにエルボー管 100×50 を用いると

ギリギリ収まりそうです．ヘッド容量は 0.9ℓ弱で，ユニッ

ト 3 本分に対してはやや大きいような気もしますが，音

が緩ければ後から詰め物などで調整しようと思います． 

バッフルは 4mm厚のアルミ板を NC フライスで削り

出し，振動板周囲の厚紙部分がちょうど嵌るような丸穴

を 3 つ開けました．ユニットをネジ留めするような寸法

の余裕がないので，フランジをニッパーでカットして，

裏側からエポキシ接着剤で固定しました．このバッフル

はヘッドに 3か所でネジ留めしました． 

 スロートには VU40 管を用いているので，ヘッドとは

インクリーザー50×40を介して接続しています． 

3 本のユニットは並列接続したかったのですが，合

成インピーダンスが 2Ωを切ってしまうため直列接続と

しました．このときのインピーダンスは約 11Ωです．複

数ユニットの干渉による高域の減衰を懸念しましたが，

特に対策は講じていません． 

 

図 5 アルミ板で製作したバッフル板とユニット配置 

 
図 6 ヘッドの内部 

吸音材は，ヘッドには薄く割いたろ過フィルタを適量，

ホーン内部には 3D 造形部分にろ過フィルタを棒状

に加工したものをホーンに沿わせるように配置しました． 

 

試聴と感想 

3 本使いとは言え，低音感が希薄なダイソーユニット

で長さ 1300mm，開口部約 80cm2のホーンをドライブ

できるのか不安でしたが，そこそこの低音感は得られ

ているように感じました． 

ヘッド容量，吸音材の量と配置，塩ビ管スロートの長

さなどの調整は十分に追い込めていませんが，全体の

バランスはまずまずであると思われます． 

一方，指向性はけっこう強いようで，軸上から離れる

ととたんに聴感上の高域が目減りする感触があります． 

ダイソースピーカーは小型バスレフなどで聴くと，純

粋な砂糖ではなく人工甘味料のような音がするように

感じるのですが，そのようなまがい物感はある程度払

拭できているように感じました． 

歳がわかってしまいますが，ヘッドをまじまじと見て

いると，往年のプロレスラー，ザ・デストロイヤーが思い

起こされます．あるいは火星人でしょうか． 

今回，当初は観覧のみでの参加のつもりでしたが，

過去に学生が取り組んだ習作での参加を勧めていた

だき，さらに土壇場で妄想し突貫工作したこの作品を

も迎え入れえていただき，とても感謝しています． 

 

図 7 完成したスピーカー 




